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一般財源 8,469 8,4648,470

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

金　　　額

8,064

内　　　　　容

受益者負担
(使用料等)

その他

国庫支出金

府支出金

8,464

財源内訳

H23年度決算 H24年度当初予算

8,470

H22年度決算

0.05

8,064

総事業費(A+B) 8,469

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

根拠法令

実施方法

目　　　的
（何のために）

リフト付きバス利用要綱

□直営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：京阪バス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

障害者等の社会参加の促進及び支援を行う。

事務事業名

事業開始年度 担当部署 福祉総務課

福祉バス運行委託事業

平成16年度

事務事業番号　30850

障害者・高齢者などの団体及び福祉団体

総合福祉センターの送迎に供しない日（水・金・土・日曜日）を福祉バスとして運行。平成23年度では、利用
回数133回4,152人の利用で、うち車椅子での利用者は115人である。

障害者や高齢者の社会参加は重要な課題であり、社会参加の促進支援として必要と考える。

H22年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

人件費計(A) 406 405 400

委託料（京阪バス）

8,064 8,064

類似事業 他市では福祉バスなどさまざま名称で同内容の事業あり
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単位

① 人

②

③

① 円

②

③

事務事業番号　30850

一次評価結果 ・事業自体のあり方について検討が必要では　　・事業存続の必要性を検証する必要があるのでは

成果目標
（目標とする成果）

特記事項

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費/利用者数

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

他市では、基本的な考え方は同じであるが、対象者に子供会を含めたり、本市よりも運行日が多い自治体も
ある。

2,335 2,039 2,116

H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

事務事業名

事業開始年度 担当部署 福祉総務課

福祉バスの利用者数 3,627 4,152 4,000
活動実績

活動指標もしくは成果指標

障害者・高齢者等の社会参加

平成16年度

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま維持 引き続き、適正な運行管理を行い、障害者の社会参加を支援していく。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま維持

福祉バスのあり方については、従来から検討をしている。事業の必要性につい
ては、障害者や高齢者の社会参加の観点から必要であり、他市でも同様に実
施されている。このことから事業を継続するにあたっての経費に関しても調査を
行ったが、有料化は陸運局の許可が必要であり、規制からも難しいため現状の
まま事業を継続することとしている。

障害福祉室・高齢社会室と連携している事業である。有料化や運営方法については、検討しているが、現
状以外の方法は難しい。今後も、成果目標達成のため幅広い観点から検証していく必要がある。

福祉バス運行委託事業


